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高
知
県
四
万
十
町
の
下
元
利
文

さ
ん

（
６４
）
は
、
食
味
の
良
い
米

の
生

産

に

こ
だ
わ

る

稲
作

農
家

だ
。
長
年
に
わ
た
る
生
育
調
査
や

施
肥
試
験
を
通
じ
て
、
き
め
細
か

い
栽
培
計
画
を
策
定
。
自
ら
開
発

し
た
肥
料
を
使
い
、
良
食
味
米
の

安
定
生
産
を
実
現
し
た
ｃ
数
々
の

全
国
の
食
味

コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

実
績
を
持

つ
ｃ
地
元
の
特
産
米
を

全
国
に
通
用
す
る
プ
ラ
ン
ド
に
す

る
た
め
に
、
地
域
の
仲
間
と
研
究

会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
米
栽
培

を
け
ん
引
す
る
。

下
元
さ
ん
は
特
産

「仁
井
田

米
」
の
産
地
で
、
県
内
で
も
有

数
の
米
ど
こ
ろ

・
旧
窪
川
町
で

生
産
す
る
。
栽
培
面
積
は
２

・

２

つ
。
品

種

は

「ヒ

ノ

ヒ

カ

リ
」
１

・
６
つ
、
「
に
こ
ま
る
」

３０
灯
、
香
り
米
の

「十
和
錦
」

３０
ィ
。

地
力
を
最
重
視

下
元
さ
ん
は
１
筆
ご
と
に
栽

培
計
画
を
立
て
る
。
田
植
え
は

も
ち
ろ
ん
、
除
草
剤
散
布
の
日

や
収
穫
日
、
草
丈
や
茎
数
の
目

安
ま
で
事
細
か
に
計
画
を
書
き

入
れ
る
。

「よ
ほ
ど
大
き
な

台

風
で
も
来
な
い
か
ぎ
り
、
計
画

が
ず
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い

う
緻
密

（
ち
み

つ
）
さ
だ
。

栽
培
計
画
は
６
年
前
、
収
穫

安
全
・安
心

花
き
で
も

瀾
哺
綻罐
鍋
Ｉ
Ｐ
Ｍ
な
ど
検
討
を
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艮
食
味
米
の
安
定
生
産
を
実
現
す
る
下
元
さ
ん

（高
知
県
四
万
十
町
で
）

鮨
隕
櫃
閻
蝠
圃

連
載
１２
回
目
に
、
安
全
な
農
　
　
①

穫
と
輸
送
の
安
全
管
理
、
選

高知暴四万十町

県西部の四万十川上流域 の

に位置する。温暖なイメージ

の高知 λごが、 形雲「ヨ230(「 6Df含

地の涼 しい気候を生か し水稲

栽培が盛ん。養豚や施設園芸

のこラ、 ミ ョウガも特産。
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麟
印

岬

叫

噸

「
ヒ

ノ

ヒ

カ

一

り
」
な
ど
水
稲
２

・
２
診
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

日
に
よ
る
食
味
の
違
い
、
施
肥

の
時
期
や
量
に
よ
る
収
量
の
違

い
な
ど
試
験
を
重
ね
、
適
期
を

割
り
出
し

て
作

っ
た
。

「こ
れ

を
実
行
す
る
こ
と
で
、
毎
年
の

収
量
、
食
味
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
自
信
を
見
せ

る
。
栽
培
計
画
が
完
成
し
た
年

か
ら
、

１０
灯
収
量
５
７
０
計
、

食
味
値
８７
以
上
を
維
持
し
て
い

る
。「地

力
で
稲
を
育
て
る
」
と
、

特

に
土
づ

く

り

に
力

を

入

れ

る
。
稲

わ

ら

を

金

量

す

き

込

み
、
堆
肥

（
た
い
ひ
）
も
毎
年

、

１０
灯
に
１

ント
入
れ
る
。
土
壌
分

析
は
全
筆
で
行
い
、
肥
料
の
成

分
量
を
決
め
る
。

玄
米
の
た
ん
ぱ
く
質
含
有
量

を
抑
え
、
食
味
を
良
く
す
る
た

め
に
、
出
穂
前
１５
日
間
は
窒
素

を
施
用
し
な
い
。
代
わ
り
に
、

自
ら
配
合
し
た
肥
料

「仁
井
田

郷

マ
イ

ロ
マ
ン
」
を
使
う
。
窒

素
を
含
ま
ず
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

な
ど
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
多

い
肥
料

で

「稲
が
土
壌
中
の
窒
素
を
必

要
分
だ
け
吸
収
で
き
る
環
境
が

つ
く
れ
る
」
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
土
地
に
合

っ
た
肥
料
成
分
を
心
掛
け
た
施

肥
を
す
る
た
め
に
資
材
メ
ー
カ

―
の
協
力
を
得
て
、
有
機
質
を

中
心
に
自
ら
配
合
し
肥
料
を
開

発
し
た
。

こ
う

し

た

取

り

組

み

で

昨

年
、
山

形

県

内

で

開

か

れ

た

「
日
本

一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
は
、
出
品
３
５
１
点

の
中
か
ら
３
位
に
選
ば
れ
た
ほ

か
ヽ

０８
年
に
同
じ
く
山
形
県
内

で
開
か
れ
た

「米

ヽ
食
味
分
析

鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」

で
も
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
。
下

元
さ
ん
は

「自
信
に
つ
な
が

っ

た
」
と
い
う
。

地
域
の
先
導
役

安

全

・
安

心

に

も

気

を

配

る
。
手
押
し
除
草
機
を
使

い
、

除
草
剤
は
１
度
し
か
散
布
し
な

い
。
全
体
の
成
分
回
数
も
７
成

分
以
下
に
抑
え
る
よ
う
心
掛
け

る
。
「安
全

・
安
心
を
証
明
し
、

誰
が
い
つ
見
に
来
て
も
い
い
よ

う
に
」
と
圃
場

（
ほ
じ

ょ
う
）

こ
と
に
、
栽
培
日
誌
の
立
て
看

板
を
作

っ
た
。

０８
年
に
は

エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
を
取
得
し
た
。

「仁
井
日
米

は
県
内

で
は
有

名
だ
が
、
全
国
で
は
そ
れ
ほ
ど

知

ら

れ
て

い

な

い
。
東

は

魚

沼
、
西
は
仁
井
田
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
プ
ラ
ン
ド
産
地
に
し
た

い
」
と
下
元
さ
ん
。
仁
丼
日
米

の
中
の
品
質
の
ば
ら

つ
き
を
な

く
す
こ
と
が
課
題
と
考
え
る
。

「旧
窪
川

町

の
米

を
す
べ

て

等

し
ぐ
お

い
し

く

す
る

た

め

に
」
と
、

０６
年
に
地
域
の
６
人

の
水
稲
農
家

で
、

「
仁
井

田
郷

米
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
た
。
自

ら
会
長
を
務
め
、
仲
間
と
と
も

に
試
験
を
重
ね

て
き
た
。

「誰

が

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
し
て
も
入

賞
で
き
る
く
ら
い
、
ク
ラ
ブ
内

の
品
質
は
統

一
さ
れ
て
き
た
。

今
後
は
、
こ
の
技
術
を
広
め
て

い
き
た
い
」
と
強
い
意
気
込
み

を
見
せ
る
。

償
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る
農
家

の
投
資
意
欲
の
高
ま
り
を
狙

い
、
兼
業
農
家
向
け
の
２
、

３
条
刈
リ

コ
ン
バ
イ
ン

「
Ａ

Ｊ
」
シ
リ
ー
ズ
と
、
大
規
模

農
家
向
け
の
４
、
５
条
刈
り

コ
ン
バ
イ
ン

「
Ａ
Ｇ
」
シ
リ

ー
ズ
を
モ
デ
ル
チ

ェ
ン
ジ
し

た
新
商
品
な
ど
８
機
種
２５
型

式
を
紹
介
し
た
。
農
政
転
換

に
対
応
す
る
機
種
を
充
実
し

売
り
上
げ
増
を
狙
う
。

ヤ
ン

マ
ー
が
販
売
に
力
を

入

れ

る

の

は

コ
ン

バ

イ

ン

で
、

２５
型
式
あ
る
新
商
品
の

う
ち
９
型
式
を
占
め
る
。

Ａ
Ｊ
シ
リ
ー
ズ
は
、
同
社

が
兼
業
農
家
を
対
象
に
売
り

込
む

コ
ン
バ
イ
ン
。
「
の
げ
」

を
取
り
除
く

「あ
ざ
や
か
処

理
胴
」
な
ど
を
採
用
し
た
ほ

か
、
未
刈
り
の
稲
を
外
側
に

寄
せ
る
分
車
か
ん
を
運
転
席

に
座

っ
た
ま
ま
で
も
開
閉
で

き
る

「ら
く
ら
く
手
も
と
分

車
か
ん
」
な
ど
の
新
機
能
を

取
り
入
れ
た
。

大
規
模
農
家
向
け
で
は
、

Ｊ
Ａ
全
農
の
独
自
型
式
に
選

ば
れ
た
４
条
刈
リ

コ
ン
バ
イ

ン

「
Ａ
Ｇ
４
７
０
」
と
、
「
Ａ

Ｇ
５
７
２
」
を
披
露
し
た
。

家
庭
菜
園
な
ど
に
取
り
組

む

消

費

者

向

け

の

商

品

で

は
、
バ

ッ
テ
リ
ー
ミ

ニ
耕
運

機

「
Ｑ
Ｔ
ｌＯ

ｅ
」
を
紹
介
し

た
。中

根
康
有
常
務
は

「
米
戸

別

所

得

補

償

モ

デ

ル

事

業

は
、
低

コ
ス
ト
で
生
産
す
る

部
会
代
表
者
ら
に
よ
る

コ

ロ
ン
ビ
ア
視
察
に
つ
い
て
も

報
告
が
あ

っ
た
。
栽
培
や
収

穫
後
の
管
理
技
術
が

マ
ニ
ュ

ア
ル
化
さ
れ
、
品
質
の
良

い

切
り
花
を
日
本
向
け
に
輸
出

す
る
同
国
の
経
営
を
紹
介
し

た
。
部
会
技
術
顧
間
の
宇

田

明
氏
は

「
日
本
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
品
種
を
育
種
し
、
日
持
ち

保
証
販
売
で
対
抗
し
て
い
く

べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

全
国
の
生
産
者
ら
約
１
２

０
人
が
参
加
し
た
。
研
修
会

は
２２
日
ま
で
開
く
。

コ
ン
バ
イ
ン
の

シ
リ
ー
ズ
充
実

ヤ
ン
マ
ー
発
表
会

ヤ
ン
マ
ー
は
２‐
日
、
２
０

１
０
年
度
上
期
に
本
格
的
に

売
り
出
す
新
商
品
発
表
会
を

神

戸
市
で
開
い
た
。
来
年
度

か
ら
始
ま
る
米
戸
別
所
得
補

リ
ス
ク
管
理
を
確
実
に

そ

の
も

の
の
品
質

管

理
な
ど
か

し
、

こ
れ
を

基

に
リ

ヌ
ク

の
移

あ

る
。

危
書
分
析

重

要
管
理
点

討

。
評
価
を

し

て
も

ら

っ
て
い

（
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
）

の
考

え
方
に

る
。

評
価
表

の
項
目

は
①
作
業

基
づ
く
管
理
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
　

手
順
②
作
業
内
容
と
汚
染
対
象

あ
ら
か
じ
め
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

③
リ
ス
ク
の
有
無
④
リ
ス
ク
の

を
明
ら
か
に
し
、
対
応
方
法
を

決
め
て
ル
ー
ル
化
し
て
重
点
的

に
管
理
す
る
や
り
方
だ
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
普
及
セ
ン
タ
ー
は
、

農
場
管
理
で
考
え
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
の
事
例
や
食
晶
汚

染
の
可
能
性
の
事
例
と
、
そ
の

問

題

解

決
法

が

書

い

て
あ

る

種
類
⑤
リ

ス
ク
有
り
の
場
合
の

対

策

（実

施

済

み

ま

た

は
予

定
）
―
―
だ
。
全
項
目
に
事
例

を
付
け
、
生
産
者
は
自
身
の
農

場
に
該
当
す
る
も
の
を
選
ぶ
だ

け
で
リ
ス
ク
評
価
と
リ
ス
ク
改

善
計
画
が
で
き
る
。

農
場
で
の
衛
生
管
理
３
原
則

曇
、
病
原
藤
、
果
物
な
と
Ｃ
濃

品
の
危
害

要
因
を
生
産
現
場
に

持
ち
込
ま
な
い
こ
と
、
そ
の
た

め
に
は
危
書
要
因
を
農
産
物
に

接

触

さ

せ

な

い
管

理
が

重

要

だ
。
病
原
菌
は

一
定
の
水
分

・

温
度

の
中
で
急
激
に
増
え
る
可

能
性
が
あ
り
、
増
殖
さ
せ
な
い

衛
生
的
な
環
境
整
備
が
必
要
だ

が
、
も
し
危
害
要
因
が
入

っ
た

場
合
は
取
り
除
く
か
、
取
り
除

け
な
い
場
合
は
農
産
物
を
廃
棄

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
Ｇ
Ａ

Ｐ
普
及
セ

ン
タ

ー
代

表

・
田
上
隆

一
）

（金
曜
日
付
掲
載
）
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